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精神発達遅滞児の治療教育過程の研究・

耳．」児4）卑華車遊び14つ野ての「考察

　　　　　　　　　　　　！　．
板野　昌儀く愛育養護学校）

1．‘はじめに・

　　子どもの治療教育に携わる者として・子どもとの親し

　さや信頼感を深めることは、 基本的な前提条件である。

　そして、子どもと共有する時間・空間をどれだけ確かな

　ものとしていけるかが出発点である。このこ・とはで子ど

　もの側でとらえるく安心できる距離＞として衷現ヤされ

　るo　．
　　 こ の距離は，近づく ごとによって親しさや僧頼感を衷

　現する場合と，反対に安心して離れることで表現する場

　合があるoしたがづて，物理的な距離としては， 単門に

　測定するものではなく，ひとり一人の子どもの側で意味

　をもつ主観的な距離感である。」1

　　く安心でぎ為距離＞は・・対人関係を直接に表現する

　が，対人関係のみに表われるのではなく・』ものとの距離

　専位置関係にっいても， 1ひとり一人㊨子どもにより独昌

　の距離感と意味をも、って衰われる6

　　この主観的で独自な距離感は・子どもの内的世界¢｝豪

　現として観察可能なものであり・そこに表現されて駐る

　独自の意味への接近は，子どもの内的性界昏の接近の手

　　　　ヤ　がかり と、なる。

　　以下J児の自転車遊びをめぐっ て，」児が展開した，

　もめと6矩離・位睡蘭療について考察をすすめる。

　　　　　　　　　　　；
。　　　　　　　　　　　　’一、　　！
　　　　　　　　つ一．＼　　　皿．事例 （」児 男子 小学部r年）』

　　　　　Fン　　　　　l　i　l
　　　　　　　ヘ　　　　ノ！！

　　；呪は，4齢搬雛鱒グループに週二日勘ジ5
　歳から獲護学校幼稚部に継続したケ、一スである。 ζこで

　は，小学部一年時の記録をもとに考察する。したがっ

　て，』・これまでの経過に・？いて，簡単硲ふれておきた㌧ヤ

　　 4歳で家庭指導グルーブに来て，1児にとウて．鉢尻l！は

　　じめての集団であり・同時に・家の近く1の幼稚圏にも通』｝i

　’はじめる。ことばと対人闘係に遅れがあ弧発声はあ苑．

　　カ～，．ことばにセまな らず1遊ぴもなカ≦な⇒≦始まらな炉状態

　　であった。、生活面での理解や大人からのことばがけに嫡

理解があ転幼稚隈やその後の学校生活でも日常的なこ

とは亡ろムーろであるポ発譜に関レては，．進展 が少 な’：

く，声の種類と動作に伴う発声は多くみら恥盗よう二にな

っている。

　」児の遊びの特徴は・ひとつの遊びが長く持続するこ

とである。数ケ月，あるいは1～2年と続ぎ欧繰り返し

表われる。 4歳時にみられた特徴的な遊びは碧ブヲレ』

ル（レマルをつないで電車を走らせる）遊び数字かき，』

自転車に乗せてもらうごと．である楚。． ｝51歳時には，1プラ』：

レールが少な、ぐなり， 他は持続する。 ．数字はジ地面や紙。

にょり大胆に書く り5 歳時後半がら保育者の配慮でl　r遊’

びの中におんぶやくすぐりづ二な1どを多く し， 人との親、

密な関係を発展させよ う・とす喬。 そのため散愛にも二よく』・

出かける5園内QJr児り遊びよりも直接身体にみれ合う．

経験を多くする6・この時期・・．特に人と の関係に重点を置

いた保育を試みあ。
、．．．

　」 児ρ対人関係Φ特御セ劃∫遊びり中で， 思う嫁 うに串く

来なかっ尭り・，大人に要求疹偉わうなカ｝ったりする と‘・’

かんしゃrくを起こレ，顔〕を奥赤酢して怒為こ とで疹る6丁・

時には，大人の揖や本児Φ指を弦く囎む。 「方、 子ども．

に対して廣避け礪帥協る・’ 手をあげたり1ゼ向って

箆って獅子ども剛1レて眺頽弁ζ攻撃の意志醜く

ても急いで体を塾わす。1 葦れ顔Q特徴はダ探況の理解と

ことばの理解がすすむに したが？で減少 してヤ・るg、た

準，』こと球に体存レすぎ為≧， 説明が譲雑になα，理解・

がく㌧）違1う着と洋あ1る凱それでも以前ゆ よう毒かんしゃ 丁

くや他児を避ける像向曝減少レて、・る。：
．、

　以上の経過を経て」児は，小学部に入学する。． そし．

て，自発的な活動の中で」児は，再び自転車遊びに取り

組む。 　』　．　
こ ⊃ ※＝蓑缶冷続』 r飢k・．r

　自転車岱g興味に，』4．鱗鵜塑うみ疹毅～すで導サ人

で乗れう下地嫡あつ驚頭ミ・二入巣レ護ズ乞帰で先全にで人i

rで剰醜鐸鷲樋・llレカ曳王聡遵れ以前も
以後も大人に乗せてもらうこ とを強ぐ要求する瓠エ坦牟

・桜敬レを握傷．後ろ浄ら六人疹ひ￥ド卿を支え℃動く

という スタイルが長く続く続こΦ姿勢腫木人に体重を蔽
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ずけ，タイヤの跡や車輪の回転に見入りながら，自分で

方向を決めて庭をまわるのである。大人の後ろに乗って

大人の身体をハンドルがわりに方向が深嶺られるようじ1．

なると，」児の自転車遊びは，さらにダイナミックな動

きへと展開する。4・5歳のころから》 盛り土の‡から

下ったり，固定遊具，植え込みの間を通過したりなど，

難かしいとこケ難に繊だと範撰ぶ慎向があ
り，また，まわる方向が定まるε同じコースを何度も要

求することはあったが，自転車遊ぴのスリルを楽しむこ

と以上には，その意味を見出せなかった66歳ごろがら

次第にゴース上の目標物（固定遊具や植え込みその他庭

に出ている遊具，玩具類など）が増え1目標物のどこを

通るかが自転車遊びの中心となっていく。

　1． 記録1
　着替えて私の手をとり庭へ出る。昨日と今日，雨の中

を朝から自転車遊びを始める。自転車のカゴに入ってい

た人形を砂場の前に置く。私に自転車をこ演せ，Jは後

ろに乗って走る。 人形を指さしたり，々ソホールを指さ

したりしてコースを指示する。他児の泥んこ遊びのスコ

ッブを取ってきて自転車の前に置き， スゴッブの柄の上

を示す。その上を自転車で通過する。

．コ 一スは，庭を左まわりに定ま・うてくるし目標物は，

盛り土の頂上→タイコ橋→マンホール噂砂場の人形叫水

たまり噂ジャソグルジム→ブラソコ→盛り土へとつなが・

る。目標物の中で人形だけは移動可能なもので，Jほ，

人形をコースにそって，水たまり，ジャソグルジム前へ

と移動させては，私に自転車をこがせて走る。・人形は，

マソホールを除いで，ほぼ庭を一周するみ

　各目標物のどこを通過するかは，．細かい指示が，私の

背後の」から指さ・しや，身体の動きのサイソとして伝わ

ってくる。人形についてはル「前」，「後お落葉，枯枝，

ス・ッブ，皿については，「踏む」oジ｝ゾグルジム，

ブラソコの支柱基石については，・「擁界」ポ盛り土につ’

いては， 「登る位置」。タィコ橋に》づいて1潟「右」1「左」

r下』。マンホールについてほ，「中央」1「周迄コ「踏まな

い （近づかない）」などである。

　このようにして一日を過ごすのであるが，この日の自1一

転車遊びはジ典型的な遊が方を示した。』自標物め数は，

日によ6て多少変化するが，このような自転車を使っr

て，もめとの距離感｝位置関係に集中する遊びは，その

後も続きジゴ年以上虹なる。＝・

・‘定のコr“ズを1たどづて庭をまわっていると， 過去の’

プラレールや数字かきを想起させられる。」度レー』ルに

乗ると，あるいは，数字の序列性にとらわれる・とジその

中をいつまでもまわりつづける。

ま．衝ブ鰍晒轍字硬舳セ叫『も舜の雛
感，位醗関係に思い至るところがある。

準卑ば過箇記鋒a．
　　レrルをどの様に並べても帯わないし，電車をどの

　様に走ら．せても気にしないが，大きな白い橋だけ三っ

　だけは，一定の場所の青いブラレールをはさむように

　並べなければ気がすまない。

　当時のJとしては・柔軟に大人の働きかけを受け入れ

ているが，大きな三つの白い橋げたは，走る電車．とQ問

で特別な位置を占めていたと思われるQ

53年記録b．

　鉄橋の上で必ず列車の述結盟をレールに押しうけ再

　び走らせるo　　r 　r　　’”、・、
　53年記録c

　　ブラソコで私の膝に座り， 電車 （一台）を向いの席

　に乗せる。電池が入っていないので，片方の車輪が浮

　く。席の板演斜めになづて恥るところに電車を置く

　と，両輪とも板につき，電車は安定して見える。J．は，，

満足したように電車をはなす。ブラソコを降りる。

54年記録d
　　（地面に大人に数字をかかせながら）数字の中でも

　4といった交点に注目しているようだ6 何度も書き直

すと，その度毎に上になる線が代わるのが気になるら1』

　しい。○（丸）を書いても最後の部分が』・』土で盛り上’・

がっていると，それが気になるようであるし （下図参一

・照）

　これは，」にとって，隠れ

る線，つなが らない線が気に
　　　　　　　　　　　　44
なっていたと考えられるo

　ブラレールや数字かきは，

庭を走りまわる自転車遊びと

は，一見，非連続な遊ぴに見

として感じていたのではない

だろうか。』

　Jの遊びは，単純な活動という印象を受ける。特に自

転車遊びは5一度ピーズが出来ると ，一

これを見守る人に

は気楽な遊びに見える。しがし，自転車を運転する入に1

は，一種の緊張感があるO 　r．1』r 1∫

』r『r

1間題は，Jの要求する距離感，位置関係にあるが」φ

要求は』く目標物には，』可能な限り近づくことじそし
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て，踏み越えるもの以外は，目標物に接触しないこと＞

なのである。この要求は，」の自転車遊びのルールであ

り，これを無視すると，自転車に乗せてもらっていても

Jはつまらなくなり，運転している大人も苦痛になる。

」は，目標物を極限（nmit）とし，自転車を無限に近づ

けていく。そして，目標物を通過し・ふり返って今まで

通り目標物示あると，たいへんよろこぶ。これは，もの

との間に緊張関係をつくり出す遊びと言える。

　2．記録2
　毎日母親と手をつないで登校するが，今日は母親の後

ろにくっついて登枝する。家から文字積木を一つお腹に

入れてもってくる。着替えて，自転車をはじめる。もっ

てきた積木を庭に立て，目標物とする・庭を大きくまわ

っている間に他児の遊びにまぎれて，積木がどこかへい

ってしまう。Jは，おもちゃ箱から人形をとってきて代

わりに置く。

　他児が掃除をしているそばを通り，竹ぼうきでたたか

れる。なぐさめて再び自転車をはじめる。

　見失った穫木がみつかり，再び立てる。私が提案して

Jが一人で自転車に乗り2周する。

　家庭では」は，大審なもの，気に入っているものを，

お腹とシャツの間に入れてもっていることがあると・母

親が話してくれる。とてもかわいい仕種である。家から

もってきた積木は，5つくらいになった。

　大番なもの，気に入っているものを自転車遊びの中で

目標物にするのは，どういうことを意味するのか・興味

深い出来蛮である。

　自蔽車遊びは，」にとって目標物と緊張関係をつくる

遊びであると，先に考察したカ㍉　これは，目標物を拒否

しているのではなく，目標物に対して・大事なもの・気

に入っているものと同等の価値奪与えていることを示す

ものではないだろうか。

　大嘉なもの，気に入っているものなど・対象物を緊張

関係の中でとらえ直すことは，対象物との関係を確かな

もりとす為試みと考えることができる。

　このような欲求演，Jの内的世界にあると考えるなら

ば，自転車遊びの目標物との距離惑，位置関係に表現さ

れている内容は，対象物との関係に不確かさが潜在して

いることを意味して“るのではないだろうか。

　3，記録3
　マンホールのそばに目標物を置き，目標物のそばに指

で何度も線を引き，私を指さして，何か言いながら見

る。そこを自転車で通るようにとの合図である。この動

作を，目標物を置く度に5回くらい確かめるよう に繰り

返す。

　目標物は，最初は穣木，次に小さい人形，自動車，飛

行機，大きい人形と代えていく。庭を数周しては・目標

物をとり代えていく。

　」の人との距離については，特に抱っこやおんぶ，く

すぐりっこなど直按身体に触れ合う遊びは，あまり長く

続かず，甘え方もどこかぎこちなさを感じる。大人，子

どもを限らず，相手からの接近には，戸惑いやよけよう

とする動作がみられる。

　目標物のどこを通るかを・私に不すために自転車を降

り，指さし，声などで伝える。この要求は明確で，私に

ははっぎりと伝わってくる。しかし・Jには相手に伝わ

っているという実感がもてないのか・何度も繰り返すこ

とがある。この傾向は，二学期に特に多くみられた。

　このようなやりとりには，」の，ものとの距離感，位

置関係と同様，人についても，相手との関係に何か不確

かな部分を残していることを感じさせられる。

　」の自転車遊びは，もあや人との関係の不確かさを表

現しており，これをより確かな関係にしようとする試み

が，なされていたのではないだろうか。

皿．おわりに

　このケースは，現在継続中であ弘小学部になってか

らの自転車遊びは，すでに二年以上続いている。

　」の，ものに対する鹿離感，人に対する距麟感は，J

1の内的世界で統合されl　Jの全体像を形成していると考

えられる。

　そして，ものとの距離感，位置関係に集中する遊びを

通して，対象物との関係で確かなものを蓄積していくな

らば，対象物を聡識する上で，」にとって主観的な基

点，中心となるものが生まれてくるのではないだろう

かo

　このことが，人との距離感にも影響を与えていくと思

　う。

　Jの小学部一年の‘年間をふり返って，母親から「私

　との付き合いの中で，だいぶ自然に付き合える部分が，

多くなってきました。その分だけ・私が楽になってきま

　した」と報告があったる

　注1　家庭指導グルーブでの」児の一年間について

　　　は，柴綺正行により「遅滞児の遊びにみられた表

　　　現行為」としてまとめられ・1981年日本保育学会

　　　第34回大会で報告されている。
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